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  まえがき 

この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格（案）       JIS 
 B 7158-4：0000 
 

顕微鏡－顕微鏡対物レンズの性能及び表示－ 
第 4 部：偏光特性 

Microscopes— Designation of microscope objectives—  
Part 4: Polarization characteristics 

 
序文 

この規格は，2024 年に第 1 版として発行された ISO 19012-4 を基とし，技術的内容を変更して作成した

日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差

異の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，偏光顕微鏡の定性的な偏光画像形成のための対物レンズの偏光特性の測定について規定す

る。これらの測定は，対物レンズの像面上で行われる。 

対物レンズの表示については，JIS B 7252 に規定している。 

注記 1 この規格は，双眼実体顕微鏡専用の対物レンズには適用されない。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 
ISO 19012-4:2024 ， Microscopes － Designation of microscope objectives － Part 4: Polarization 

characteristics（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こと

を示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。この引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS Z 8120 光学用語 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，次によるほか，JIS Z 8120 による。 
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3.1 消光比（extinction ratio） 
平行ニコルを透過した透過光強度と直交ニコルを透過した透過光強度との比 

4 要求事項 

4.1 一般 

定量的偏光観察のためには，観察に影響の少ない対物レンズを使用する。影響のレベルは，対物レンズ

の消光比を測定することで確認可能である。 “POL”，“PO”又は“P”の表示がある対物レンズは，4.3 の

要求事項を満たさなければならない。 

注記 “POL”，“PO”及び“P”は，偏光を示す表示内容であり，JIS B 7252 を参照。 

4.2 消光比 

消光比は，式(1)で求める。 𝑟௘ = 𝑃୮ୟ୰ୟ୪୪ୣ୪/𝑃ୡ୰୭ୱୱ  ······················································ (1) 

ここで， re： 消光比 
 Pparallel： 平行ニコルの透過光強度 
 Pcross： 直交ニコルの透過光強度 

4.3 “POL”，“PO”又は“P”の表示がある対物レンズ 

消光比は，開口数によって，次による。測定は，対物レンズの開口数の 25 %で行う。 

－ 開口数 ＜ 0.5  ：re ≧ 12 000 

－ 0.5 ≦ 開口数 ＜ 0.75 ：re ≧ 10 000 

－ 0.75 ≦ 開口数 ＜ 1.0 ：re ≧ 5 000 

－ 1.0 ≦ 開口数  ：re ≧ 2 500 

4.4 測定手順 

4.4.1 一般 

測定配置及び手順に加えて，偏光特性の測定への影響を排除するために，顕微鏡の設定を規定する。 

4.4.2 測定環境 

測定は，23 ℃，相対湿度 50 %，及び大気圧 86 kPa～106 kPa の条件で行う。これは，JIS Z 8703 と一致

している。 

顕微鏡は，暗室に設置し，太陽光，室内光などが測定試料に影響を与えないように十分注意しなければ

ならない。ほこりが測定試料に影響を与えないように，室内及び全ての光学部品は，十分清潔に保たなけ

ればならない。 

4.4.3 顕微鏡の設定 

a) 光源及び測定波長 光源は，消光比を測定するのに十分な強さであることが望ましい。 

測定波長は，546 nm±5 nm とする。 
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b) 視野絞り 照明装置の視野絞りは，像面内の直径約 10 mm のほぼ円形に限定する。 

c) 開口絞り 開口絞りには，ほぼ円形の開口を使用する。測定は，対物レンズの開口数の 25 %で行う。 

d) ポラライザ及びアナライザ 開口絞りの最大径よりも有効面積が大きく，かつ，消光比が 20 000 以上

のポラライザ及びアナライザを使用する。 

e) 検出器 測定に必要となる十分な感度をもつ検出器を使用する。ダイナミックレンジが，消光比の限

界よりも高くなければならない。 

光源からの赤外線が，測定に影響を与えることがあるので，赤外線カットフィルタは検出器の前に

設置するのがよい。 

f) 瞳面内における均一性 4.4.3 の c)に規定する開口絞りの大きさによって制限される対物レンズの瞳

面における照明の均一性は，ポラライザ及びアナライザなしで少なくとも 90 %とする。 

g) 標本の調整及び絞りのための焦点調整 焦点，視野絞り，及び開口絞りは，対物レンズが対応してい

るカバーガラスの厚さに応じて，カバーガラス付き又はカバーガラスなしのスライドガラスを使用し

て調整する。消光比の測定時は標本なしで実施しなければならない。 

h) コンデンサレンズ 十分な消光比をもつコンデンサレンズを使用する。さらに，コンデンサレンズは，

偏光観察のために最適なガラス製でひずみのないものが望ましい。 

i) 時間的安定性 消光比の測定においては，製造業者の仕様書に従って照明を暖機する。製造業者が，

暖機の時間を規定していない場合は，測定前に少なくとも 30 分間，照明を暖機しなければならない。 

4.4.4 消光比の測定 

消光比の測定は，次の方法及び手順による。 

顕微鏡は，4.4.3 に従って設定し，光強度を測定する検出器は，対物レンズの像面で全ての光を最適に捕

らえるように配置する。これを，図 1 に示す。 

コンデンサ照明の開口数（NA）は，4.4.3 の c)に規定する測定基準値に設定する。すなわち，対物レン

ズの開口数の 25 %で次に示す二つの状態の光強度を測定する。 

a) 平行ニコル（ポラライザとアナライザとが平行） 

b) 直交ニコル（ポラライザとアナライザとが直交） 

それぞれが，Pparallel 及び Pcross の数値となる 

平行ニコルの測定では，光強度が最大になるまで対物レンズを回転することが望ましい。直交ニコルの

測定においても，平行ニコルと等しい対物レンズの回転角度で測定することが望ましい。 
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記号説明 

1：光源 5：ポラライザ 9：対物レンズ 13：検出器 
2：コレクタレンズ 6：開口絞り 10：アナライザ 14：光源からの軸上光線 
3：視野絞り 7：コンデンサレンズ 11：結像レンズ 15：光源からの軸外光線 
4：視野レンズ 8：標本 12：赤外線カットフィルタ    

 

図 1－消光比測定における顕微鏡の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
参考文献 

[1] JIS Z 8703 試験場所の標準状態 

注記 対応国際規格における参考文献：ISO 554，Standard atmospheres for conditioning and/or testing
－Specifications 

[2] JIS B 7252 顕微鏡対物レンズ及び接眼レンズの表示方法 

注記 対応国際規格における参考文献：ISO 8578，Microscopes－Marking of objectives and eyepieces 
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附属書 JA 
（参考） 

JIS と対応国際規格との対比表 
 

JIS B 7158-4 ISO 19012-4:2024，（MOD） 

 
a) JIS の箇

条番号 
b) 対応国際

規格の対

応する箇

条番号 

c) 箇条ご

との評

価 

d) JIS と対応国際規格との技術的差異の

内容及び理由 
e) JIS と対応国際規格

との技術的差異に対

する今後の対策 

3 3 変更 対応国際規格で引用している ISO 10934
（ Microscopes － Vocabulary for light 
microscopy）は対応する JIS がなく，この規

格では使用者の利便性を考慮して，用語規

格である JIS Z 8120 を引用した。 

我が国の事情のため，ISO

への提案は行わない。 

4.4.4 4.4.4 追加 対応国際規格には，直交ニコルの測定につ

いての規定がない。この規格では回転角度

を明確にするため，直交ニコルの測定につ

いての規定を追加した。 

対応国際規格の見直し時

に改訂を提案する。 

注記 1 箇条ごとの評価欄の用語の意味を，次に示す。 
－ 追加：対応国際規格にない規定項目又は規定内容を追加している。 
－ 変更：対応国際規格の規定内容又は構成を変更している。 

注記 2 JIS と対応国際規格との対応の程度の全体評価の記号の意味を，次に示す。 
－ MOD：対応国際規格を修正している。 

 




